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肢筋位筋の指標として大腿四頭筋筋力，体幹期の指標として上体起こし，運動機能の指標としてTimed Up and 
Go Test (TUG)，片足立ち時間，最大歩行速度とした。TUG，片足立ち時間，最大歩行速度のそれぞれを従属変
数，年齢，身長，足趾屈曲筋力，大腿四頭筋筋力，上体起こしを独立変数とした重回帰分析を行った。その結
果，TUGでは女性の前期高齢者および後期高齢者が足趾屈曲筋力と大腿四頭筋筋力，男性の前期高齢者が大腿
四頭筋筋力，後期高齢者では足趾屈曲筋力が関係する因子として抽出された。また，片足立ち時間では男性の
後期高齢者が大腿四頭筋筋力，最大歩行速度では女性の前期高齢者および後期高齢者が大腿四頭筋筋力，後期
高齢者が足趾屈曲筋力，男性の前期高齢者が大腿四頭筋筋力，後期高齢者では足趾屈曲筋力が関係する因子と
して抽出された。これらのことから，前期高齢者および後期高齢者において，TUGや最大歩行速度など移動能
力に関する運動機能と大腿四頭筋筋力や足趾屈曲筋力との間に関係を認め，それぞれの筋力が強いほど移動能
力の成績は良好であった。また，TUGや最大歩行速度など移動能力に関係する筋力は，運動課題，年齢と性別
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によって異なることが示された。 
 
